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研究成果の概要（和文）：エピテーゼの製作に際し，皮膚色の再現は最も重要な事項のひとつである．本研究では被験
者の皮膚色を測色し、肌色の分析を行うとともに、現在使用されているエピテーゼ専用顔料の色彩学的特性を知るため
に様々な濃度の肌色シリコーンサンプルを製作して分光測色計にて測色し、色の分析を行った。また得られたデータか
ら各被験者の肌色を作るための色処方を作成し、これをもとに肌色サンプルを製作し元の被験者の肌色との比較検討を
行った。

研究成果の概要（英文）：In fabricating facial prosthesis, reproduction of skin color is one of the most 
important things. In this study, we analyzed facial skin color tone as well as commercial silicone for 
facial prosthesis. On the basis of those data, color recipe was fabricated and examine with original skin 
color.

研究分野： 顎顔面補綴

キーワード： エピテーゼ　彩色法
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１．研究開始当初の背景 

① 研究の学術的背景 

研究者らはこれまでエピテーゼ製作にお

いて，より簡便な製作法の確立を目的とし研

究を行ってきた．エピテーゼを完成させるた

めには，コンピュータ上で設計したエピテー

ゼデータを皮膚色に調和したシリコーンを

用いて造形しなければならない．従来，エピ

テーゼの彩色は，均一な肌色に製作したエピ

テーゼに術者が主観的に外部から色を塗る

手法（外部彩色）が多く用いられてきた．と

ころが，黄色人種の皮膚色は，透明な皮膚の

角化表層に，表皮のメラニン色素および真皮

の血管色が透過した皮膚基本色，ならびにシ

ミや，陰影，発赤部が点在する，様々な色調

を複雑に含んでいるため，エピテーゼにより

自然観を与えるには，皮膚表面の色だけでな

く，深部に渡る色の再現が必要である．本来，

エピテーゼによる顔面補綴治療の予後，治療

成績は，形態と色調の調和に依存するもので

あるため，エピテーゼの色調もこれを確実に

再現し，自然に周囲組織と調和するものでな

ければならない．一方で，コンピュータを用

いた高度な色の分析は，製品の検査や評価な

ど工業界を始め様々な分野で応用されてい

る．この方法は色を分析することで，対象物

の色合い，濃度，明るさなどが数値として計

測でき，客観的な色の評価が可能となる．そ

こで本研究においては，固有の皮膚色を化粧

品業界でシミや色素沈着の測定に用いられ

ている分光測色計を用いて分析し既存のエ

ピテーゼ用顔料を用いてソフトウェア上で

混色することにより，皮膚色を再現して，エ

ピテーゼ内部彩色時の色処方を作成する方

法を確立することを目的とする． 

 

２．研究の目的 

エピテーゼの彩色を簡便かつ客観的に行う

方法を確立することを目的とし,これを臨床

応用することにより,より多くの顔面欠損患

者に審美性に優れたエピテーゼを提供する

ことができ、顔面欠損患者の社会復帰と QOL

の向上につながると考えられる． 

 

３．研究の方法 

①分光測色計を用いて被験者 30 名の皮膚

色を測色し，肌色の分析を行うとともに，現

在使用されているエピテーゼ専用顔料の色

彩学的特性を知るために，様々な濃度の肌色

シリコーンサンプルを製作して分光測色計

にて測色し，色の分析を行い，色データを得

た． 

②得られた色データから各被験者の肌色

に合わせてソフトウェア上で混色し，被験者

の肌色を作るための色処方を作成した．これ

をもとに肌色サンプルを製作し，元の被験者

の肌色と主観的，客観的に比較・検討を行い，

作成された色処方を評価した． 

 

４．研究成果 

(1) 実験の趣旨を説明し，同意の得られた被

験者 30 名の頬部および前額部の皮膚色を分

光測色計（CM-2500ｄ，コニカミノルタ社）

を用いて測色し，肌解析ソフトウェア

（CM-SA，コニカミノルタ社）を用いて，顔

面皮膚色の分析に必要な色価，明度，彩度，

メラニン指数，ヘモグロビン指数の算出を行

った．本測色計は小型，軽量で精度の高い計

測ができ，凹凸のある顔面表面にも計測可能

である．なお，メラニン沈着部位や赤みのあ

る部位など，極端に色調の異なる部位は避け

て計測を行った．肌解析ソフトウェアは肌の

色分析のために開発されており，メラニン，

ヘモグロビン量を数値

化して測ることができ

る． 

(2) シリコーンサンプ

ル製作用の鋳型を製作

するために右図のようにφ50mm，中央部で

の厚径 5mm，3mm，辺縁部での厚径 0.5mm



のワックスパタンを製作し，これを埋没用石

膏を用いて埋没し鋳型を製作する．エピテー

ゼ用シリコーンは，半透明色であり，厚みに

よって透過度が異なり，色調も異なるため，

3 種類の厚みを設定したサンプルを製作する． 

(3) エピテーゼ用に用いられている医療用

シリコーン（A2186F, Factor2 社）と内部彩

色用色素を混合し，シリコーンサンプルを製

作した．エピテーゼの内部彩色には，液状の

顔料を混ぜ込むものと，フロッキングと呼ば

れる，色つきのナイロン繊維を混ぜ込んで色

調を与える方法の 2 種類があるため，サンプ

ルは 2 通りの内部彩色法により製作した．す

なわち，専用顔料 15 色を重量比 3％，5％，

10％，15％，20％それぞれの比率，ならびに

フロッキング 8 色を 1％，3％，5％，7％，

10％それぞれの比率で混色して鋳型に填

入・加硫させ，サ

ンプルを製作した． 

(4) シリコーンサ

ンプルの測色を行

い，それぞれの顔

料やフロッキング

が色価，明度，彩度，メラニン指数，ヘモグ

ロビン指数にどのように反映されるのかを

分析した．その結果，顔料の濃度は彩度に強

く，フロッキングの量はヘモグロビン指数に

強く依存していることが示唆された（右図）．

また，皮膚色はメラニン指数に関与する示唆

された． 

(5) (1)で測色した皮膚色とそれぞれのサン

プルの数値に最も近似した色価，明度，彩度，

メラニン指数，ヘモグロビン指数を持つもの

を各被験者の色処方値と仮定した． 

(6) 皮膚色シリコーンサンプル用の鋳型を

作製した．作製は実際のエピテーゼを想定し，

厚さ 7mm，直径 30mm の円板状とし，表面

は皮膚の表面形状を与えた．あらかじめワッ

クスパタンにて規定の形状ならびに皮膚表

面形状（細かい皺，毛穴状の凹凸など）を付

与し，石膏を用いてフラスコに上部，下部に

分けて埋没して流蝋し，これを鋳型とした． 

(7) 決定した色処方値に従い，実際に医療用

シリコーンを用い，ソフトウェアによって仮

想的に算出された内部彩色色素ならびにフ

ロッキングを混色し，皮膚色シリコーンサン

プルを各被験者毎に，前額部，頬部それぞれ

について作製した．表層から血色層，メラニ

ン層，ベース層となるように填入し，加硫さ

せた． 

(8)  各皮膚色シリコーンサンプルを主観的，

客観的に評価を行った．主観的評価には，本

学歯学部付属病院顎顔面補綴科において，エ

ピテーゼ製作の経験を有する歯科医師なら

びに歯科技工士 5 名とし，皮膚色を非常によ

く再現している，よく再現している，どちら

ともいえない，再現しているとはいえない，

再現していない，の 5 段階による VAS 評価

とした．また，客観的評価法として，分光測

色計を用いて測色し，これを肌解析ソフトウ

ェアを用いて，実際の被験者の肌のデータと

比較し，メラニン指数，ヘモグロビン指数，

および色差の評価を行った．． 
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